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①利用者支援事業
②延⾧保育事業
③実費徴収に係る補足給付に行う事業
④多様な事業者の参入促進・能力活用事業
⑤放課後児童健全育成事業
⑥子育て短期支援事業
⑦乳児家庭全戸訪問事業
⑧養育支援訪問事業
・子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業
⑨地域子育て支援事業
・乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場を提供し、子育てについ
ての相談、情報の提供、助言その他の援助を行う事業

⑩一時預かり事業
⑪病児保育事業
⑫子育て援助活動支援事業（ファミリー・サ
ポート・センター事業）
⑬妊婦健康診査



川崎市子どもの
未来応援プラン

川崎市子ども・
若者ビジョン

川崎市児童家庭
支援・児童虐待
対策事業推進計

画

川崎市子ども・若者の未来応援プラン
～未来を担う子ども・若者が健やかに
育ち成⾧できるまち・かわさき～
(平成30年度～平成33年度）



川崎市こども未来局総務部
企画課「川崎市子育てに関
するアンケート報告書」

(2017年11月）
回収数3,680件

川崎市こども未来局総務部
企画課「川崎市子ども・子
育て支援に関する利用ニー
ズ報告書」（2019年3月）

回収数8,374件

【保護者の声】





ちよがおか ゆりの音 かきお かたひら

立地 駅から15分程度かか
る。住宅街にあるが、
坂が多くベビーカー
の使用等は困難が伴
う。また付近は階段
が多い。公園が隣接
している。駅付近は
車通りがあるが、施
設付近はない。バス
下車3分。

駅前商店街の先にあ
り、アクセスは比較
的しやすい。上り坂
のため、子ども同伴
およびベビーカー使
用の場合は困難が伴
う。

周辺は高低差が激し
い。施設も坂の上に
ある。最寄りのバス
停から訪れる際は、
子どもの徒歩やベ
ビーカー利用など、
困難を伴う姿が予想
される。車通りのあ
る道路に横断歩道が
ない。

駅からのアクセスは良
い。近隣に閑静な住宅
街・小学校・療育支援
センター・公園がある。
駅からの道に下り坂が
ある。

外観 古くからある建物の
印象。

保育所に併設されて
おり、外観は古い印
象。

古くからある建物の
印象

古くからある建物の印
象

駐輪場 あり あり あり あり

ベビー
カー置き

場

あり あり あり あり

駐車場 なし なし なし なし

バリアフ
リー

なし（子育て支援セ
ンターは１階に有り
段差などもない）

なし（子育て支援セ
ンターは１階にあり
段差などもない）

外から内へのスロー
プがあるが、室内か
ら２階へは階段を利
用

施設は２階にあり、階
段を利用。

トライアン
グル・ハグ

おかがみ かるがも みなみゆりがおか

立地 閑静な住宅街に
ある。駅から近
く、交通量も少
なく、通いやす
い印象

車通りは少ないが、住
宅街の奥の方に位置し
ている。周辺地域は高
低差あり。

駅から徒歩10分程度で、
住宅街の中にある。最
寄りに公園もある。閑
静で、車通りも少ない
が、若干の高低差があ
り、子ども同伴および
ベビーカー使用の場合、
多少苦労がある。

駅から徒歩で約10分。閑
静な住宅街にある。南百
合丘小学校に隣接してい
る。旧公立幼稚園を改良
し、地域子育て支援セン
ターとなった。

外観 保育所に併設さ
れており、施設
は新しい印象。
子育て支援セン
ターは2階にある。

建物は古いように見え
る。

保育所に併設されてお
り、施設は新しい。支
援施設は2階に位置す
る。

公立幼稚園を子育て支援
施設に改良したため、新
しくはないが、木造の広
い室内空間と広い園庭が
ある。

駐輪場 あり あり あり あり

ベビー
カー置き

場

あり あり あり あり

駐車場 なし あり(別施設と併用) なし なし

バリアフ
リー

なし（部屋は２
階にあり、階段
を利用する）

外から内へのスロープ
あり。

なし（部屋は２階にあ
り、階段を利用する）

外から内へのスロープあ
り。１階にある。



地域 最大可能サンプル数 目標サンプル数 回収サンプル数 対目標回収率 人口

川崎市麻生区 74 70 53 76% 18万人

世田谷区玉川地域 105 70 84 120% 22万人

横浜市都筑区 98 70 72 103% 21万人

横浜市青葉区 129 70 88 126% 31万人

合計 406 280 297 106% 92万人



図12 子育てのための立地条件(＊複数回答）

【麻生区】上位5件
１．自然が豊かで公園・外遊びの場
が多い
２．犯罪・危険が少ない
３．保育施設を利用しやすい
４．職場との距離・アクセスが良い
５．祖父母、親戚などの協力が得ら
れる。

【4地域比較】4地域中4位の項目
・子育て情報が入手しやすい
・子育て仲間が多い
・利用できる子育て支援施設が多い
・祖父母、親戚などの協力が得られ
る



図15 地域別子育ての不安やストレス

図19 地域別子育ての楽しさの実感

【麻生区】
他地域と比較して、子育ての不安や
ストレスは平均より低く、「とても
楽しい」「楽しい」という子育ての
楽しさの実感は高い。

【その他クロス集計を行った内容】
・回答者の年齢との関連
・アウェイ保育との関連
・(自身が捉える）生活水準との
関連



図56「まち保育」への参加意向

図57「まち保育」イベント主催者の認知度(＊複数回答）

【麻生区】
図54の質問である「まち保育」の認
知度は、世田谷区玉川地域が最も高
く、麻生区が最も低いが、参加意向
は、「積極的に」「出来る範囲で」
参加してみたいは、世田谷区玉川地
域についで2番目に高い。
子どものイベント・活動における実
施主体者として、「子ども会・町内
会など」の認知度が高いのが特色で
ある。

【その他クロス集計を行った内容】
・保護者の年齢との関連
・子育ての不安やストレスとの関連
・1人目の子どもの年齢との関連
・(自身が捉える）生活水準との関連



図62 コロナ禍での子育て情報の入手先（＊複数回答）

【麻生区】他地域と比べ、情報の入手が平均
より全体的に低い傾向がある。町内会・自治会
からの情報の割合が高い。

図63 コロナ収束後に子どもと出かけたい街の場所(＊複数回答）

【麻生区】他地域と比べ、外遊び・散歩や買い
物への希望が高い。公共施設への希望も比較的
高い。



①  Face Sheet:  氏名をアルファベットで記載・所属・子育て支援経験歴  

②  Face Sheet:  対象地域の子ども・子育て支援との関わり・役割  

③  【４地域の子育て支援の全体像】  

＊現在、子育て支援の状況について  

＊地域の利用者について（利用する親子、親・子の年齢、近隣の人かどうか？）  

④  【子育てに対する保護者の希望・要望の実態】  

＊イベント型、親子の広場型、親のリフレッシュ型 (ヨガなど)、子育て相談、子育てに 

関する講演など、子育て支援のタイプ別のニーズについて  

＊子育て支援のニーズに変化や特徴について  

⑤  【子育て支援の特徴（＊公的取り組みと私的取り組みについて捉える）】  

１）親子の居場所づくり ２）子育て相談 ３)情報収集・提供 ４）子育て親子のつな

がりを支えること ５）子育て支援の学びの場の提供 6）その他の中の取り組みの割合

について  

⑥  【まち保育の視点から、地域（まち）の子育てに関する資源（遊び場や公園など）の 

認知度および子育てへの参画度】  

＊地域の資源や特色を生かした子育て支援の取り組みについて  

＊利用者が「地域とつながり」をもったり「支援される人が支援者になる」ための支援

のあり方と具体例  

⑦  【地域（まち）における子育て支援を阻む要因：課題や困難さ】  

どのような点がどのように改善されれば、子育てをしやすい地域（まち）となるか？ 

⑧  子育て中の家族の支援において大切にしていることおよび地域（まち）ならではの  

子育ての支援のビジョン＊コロナ禍（With）およびコロナ禍を経て(After)、４地域 

（まち）に必要とされる子育て支援のあり方  

 

川崎市麻生区の子ども・子育ての状況は、主に核
家族、父・母（あるいはパートナー）の協力による、
一戸建てでの、職場（仕事）を意識して子育てを
行っている生活スタイルであった。現状では経済状
況や心理面からも安定した子育て状況であるが、他
地域と同様に不安・ストレスもある。子どもを安
心・安全な場で外遊びをさせることができる環境を
求める傾向が強い。他地域に比べ、子育てに関わる
状況の把握や問題意識は相対的に希薄であり、子育
て支援施設などの活用や認識も若干低い。子ども
会・町内会などは地域の特色ある社会資源であるが、
他の人との交流や地域に助けを求める割合が低い。
子育ての行動パターン（所要時間を含む）にみられ
るように子育て中の居場所や情報へのアクセス方法
が少ないことから、「閉じた子育て」になりやすい。
子育ての悩みや不安が表出されにくいことや他者の
助けを借りない点が課題である。特に出身地ではな
い引っ越し家庭が多く、地域との接点がないことで、
子育ての困難感が増す懸念がある。

【麻生区の子育て状況のまとめ】



１．子育て支援の「場」
・子育て支援拠点のない空白地域に、規模の小さい身近な子育て
支援の場を作る（=子育て支援グループ、移動型施設の支援等）
・保護者のニーズであるまちでの買い物や外遊びの途中にふらっ
と立ち寄れるお気に入りの場を作り、滞在場所の選択肢を増やす。
（=商業施設のある新百合ヶ丘駅近辺、麻生区内のカフェの活用、
公園等に隣接する空き家・スペースの活用、大学の活用等）
２．子育て支援の「ひと」
・まちを知り、親子とまちをつなぐ「地域子育てコーディネー
ター」を置き、子育てのセーフティネットをきめ細やかにする。
３．子育て支援の「質」
・子育て初期からの働きかけを行う。保育所に通う/通わない両
方の親子を支える支援を行う。一時預かりの目的を狭めず、保護
者の「時間」を保障し、一時預かりを充実させる。
・イベント型と「子育ての学び合い」の機会となる支援の場を作
る。まち保育への参加意向が比較的高いので、子育て支援の場で
の交流や学びあいを通じて、まち(地域）への参画を促す。
４．地域にある子育てにかかわる社会資源の掘り起こし
と情報発信
・子ども会や町内会など、麻生区の社会資源をさらに掘り起こす。
出身地ではない家庭も多いため、麻生区地域密着型の情報発信を
行う。その際、施設等の紹介にとどまらず、支援へのアクセスが
さらに進む情報発信の仕方を、ICTを活用して進める。



【研究理論の参考イメージ】

【提供】八潮幼稚園・5歳児


